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生き物と環境 

 

東京都内湾には、いろいろな場所にいろいろな生きものがいます。

水辺の生き物の数や種類を左右するのは、水質だけではありません。 

<生息場所> 

生き物は生活史の時期毎に固有の生息場所を必要としています。温

度や光などの環境条件の他、えさ場、かくれ場、ねぐらなどがあるか、

有害物質の影響がないか、などによって数や種類が変化します。 

<食物・生物間関係> 

植物にとって光や土壌が必要なように、動物にとっては食物関係が

極めて大切です。生活史を通して必要なえさが獲得できるか、つまり

えさになる生き物もすめる環境であるか、も重要です。 

 

 

干潟の浄化作用 

 

生きものは食物連鎖を通じて、海をきれいにす

る働きがあります。 

私たちの出した汚れ（有機物）は、貝、カニ、

ゴカイなどの生物のエサとなります。それらを、

鳥や魚等が捕え、系外に排出することにより、東

京湾の汚れ（有機物）を取り除くことが出来ます。

干潟は食物連鎖の各段階の生物がおり、この流れ

が機能しやすくなっています。 

 

 

昔の東京湾 

 かつて、東京湾は、広大な干潟を持つ海でした。東京都内湾にも干潟が広がっていました。 

  

 

東京都内湾の海苔漁場（昭和３５年） 

出典：東京都内湾漁業興亡史 

大量のハゼ釣り遊漁船が、東京都内湾の浅瀬に広がる（昭和３０年代） 

（澤田氏所蔵写真） 



 - 2 - 

調査地点（赤字の地点については巻頭３～５ページで紹介しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内湾部 ４地点 

（St.5、St.22、St.25、St.35） 

浅海部 ２地点 

（St.10、三枚洲） 

河口部 ２地点 

（St.31、No.12） 

干潟部 ８地点 

（葛西人工渚、お台場海浜公園、城南大橋、森ヶ崎の鼻、大井ふ頭中央海浜公園、羽田沖浅場、中央防波堤外側浅場、多摩川河口干潟） 

護岸部 ５地点 

（中央防波堤外側（その２）東側、13 号地船着場、芝浦アイランド、豊洲ミニ磯場、有明北運河） 

※調査地点の詳細については、本文２ページ参照。

▲▲☆☆●●  

葛西人工渚 

●●三枚洲 

●中央防波堤 

外側浅場 

◎◎中央防波堤外側 

（その２）東側 

●●□□St.22 

●●□□St.25 

●●□□St.35 

●●□□St.10 

●●St.31 

●●羽田沖浅場 

☆☆●●城南大橋 

●●大井ふ頭 

中央海浜公園 

▲▲●●森ヶ崎の鼻 

●●芝浦ｱｲﾗﾝﾄﾞ ●●有明北ミニ磯場 

●●豊洲ミニ磯場 

●●St.5 

No.12●● 

13 号地船着場 

◎◎  

▲▲☆☆●●  

お台場海浜公園 

凡 例 

□ 成魚 

☆ 稚魚 

▲ 鳥類 

◎ 付着動物 

● 底生生物 

荒 

川 中 
川 

旧
江
戸
川 

隅
田
川 

多摩川 

●●多摩川河口干潟 
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お台場はペリー来航時に砲台を置いた場所で、今でも二つの台場が残っています。一時期、貯木場にも使われましたが、そ

の後、海浜公園として整備されました。現在、近くには複合商業施設やテレビ局本社があり、また夜には多くの屋形船が入

り、東京の一大観光スポットとして賑わっています。人工砂浜も整備され、誰でも海のすぐ近くまで近づくことができます。 

 

鳥類調査範囲 

第六台場の樹上ではカワウ、サギ
類が集団繁殖（１月から５月）。 

第六台場、鳥の島はカワウ、 
サギ類の営巣地（１月から５月）。 

岩礁、消波ブロ
ックでは 5 月
から 9 月にキ
ョウジョシギ、
キアシシギ等
が採食や休息。 

砂浜ではカモメ類が休息。 

稚魚・底生生物 
調査地点 

第六台場 

 

鳥の島 

 

冬はスズガモ、ユリカモメが休息。 
 

実施調査：鳥類、稚魚、底生生物 

お台場海浜公園 ～水生生物にも人気のスポット～ 

カワウ 

アオサギ（５月） 

キアシシギ、 
キョウジョシギ（５月） 

オナガガモ♂（１月） 

スズガモ（１月） 

ユリカモメ 

（２月） 

レインボーブリッジ 

人工砂浜 

稚魚調査 

（飛び跳ねる魚はボラ） 

マハゼ（４月） マハゼ（６月） 

湾奥を代表するハゼ。大きな個体は 30 cm 程になり、

釣りの対象。４月（4380 個体）から６月（282 個体）

にかけて大きく成長した様子が確認された。 

2～3 cm 10 cm 程 

アサリ（５月） 
当地点の砂浜では、アサリが多く確認され

た。周辺には潮干狩りをしている人もいる。 

６月調査で採取された稚魚達。砂浜沿いを歩くと泳

ぎ回る稚魚がみられることも。 

底生生物調査 

稚魚調査 
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葛西人工なぎさ（東なぎさ） ～水生生物の楽園～ 

葛西人工なぎさは、葛西海浜公園に造成された人工の干潟です。2 つの干潟（西なぎさ、東なぎさ）から成りたっています。

西なぎさには橋が掛けられ、潮干狩りや水遊びの人々で賑わいます。一方、東なぎさは環境保全ゾーンとなっていて、一般

の立ち入りが禁止されています。東にはディズニーリゾートが見え、その脇に広大な干潟が広がる光景は、独特です。 

 

 

三枚洲 

西なぎさ 

東なぎさ 

鳥類調査範囲 

アジサシの群れ（５月） 

サルハマシギ（９月） 

春から夏には干潟の水際で

カワウ（５月～９月）、アジ

サシ（５月）が休息。 

 

スズガモ、カンムリカイツブリの群れ（２月） 

9 月に飛来。干潟で採食。 
東京都 RL2010（区）で
絶滅危惧ⅠA 類 

ズグロカモメ 
（２月） 

冬には１万羽近くのスズガモ、数百羽のカンムリカイツブリが水域で採食や休息。 

２月に飛来。干潟で採食。環境省
RL2012 で絶滅危惧Ⅱ類 

稚魚・底生生物 
調査地点 

アサリ・シオフキガイ（８月） 

マテガイ（５月） 

サッパ（８月） アユ（４月） ニホンイサザアミ（６月） 

実施調査：鳥類、稚魚、底生生物 

稚魚調査 

甲殻類や貝類が多く生息し

ているが、荒川、旧江戸川

にはさまれており、大雨で

周辺が淡水化すると底生生

物に影響することがある。 

当地点に多い。魚類等のエサとなる。 翌春まで仔稚魚期を海で送る。 沿岸の浅い砂泥底に生息。 

干潟で一番の人気者達。 
大型のものは食用。潮干狩りでは、巣

穴に塩を入れて捕まえる。 

稚魚調査 

底生生物調査 

スズガモ 

カンムリカイツブリ 
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森ヶ崎の鼻  ～埋め立て地に囲まれた干潟～ 

森ヶ崎の鼻とは、羽田空港の北西の運河域に位置する 15ha の干潟のことです。干潮時になると、くの字型の干潟が干出し

ます。京浜島緑道公園等から眺めることが出来ますが、一般の立ち入りはできません。すぐ脇には東京モノレールが走って

います。また、隣接する森ヶ崎水再生センターの屋上には、コアジサシの人工営巣地があります。 

 

 

コアジサシ 

人工営巣地 

鳥類調査範囲 

干潟の一番高い場所では、カ
ワウやサギ類、カモメ類が休
息していることが多い。 

干潟が干出する時には、サギ
類、カルガモ、シギ・チドリ
類、カモメ類が採食や休息。 

その他、水上ではカワ

ウ、オオバンが採食。 
干潟ではサギ類、カモ
類、シギ・チドリ類、
カモメ類が採食や休
息、コアジサシが休
息。 

 森ヶ崎の鼻の「コアジサシ」 

護岸や干潟でサギ類、
キョウジョシギ、イソ
シギ等が採食。 

実施調査：鳥類、底生生物 

種の保存法：国際希少野生動植物 

環境省レッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

東京都レッドリスト：絶滅危惧ⅠB 類 

オーストラリア、ニュージーランドで越冬し、４～8 月

に日本周辺で繁殖。近年、自然の営巣地が減っている。

森ヶ崎の鼻に隣接する森ヶ崎水再生センター屋上に人

工営巣地がある（NPO、行政）。平成２５年度は、繁

殖に成功し、多数の幼鳥が巣立ったと推測される。 
コアジサシの人工営巣地 

コアジサシが水面
へダイビングして
採食。 

オオバン（１月） 

カモ類（２月） 

コチドリ（６月） 

トビ（９月） 

カワウ（５月） 

チュウシャクシギ 

（５月） 

底生生物 
調査地点 

アラムシロガイ（８月） アサリ・シオフキガイ 
（８月） 

魚や貝の死骸に集ま

る。”海の掃除屋” 

底生生物調査 
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稚稚魚魚調調査査（（本本編編 1100 ペペーージジ））  

干潟・浅場は、魚の「ゆりかご」と例えられ、たくさんの稚魚が育つ場所となっています。 

葛西人工渚（東なぎさ）、お台場海浜公園及び城南大橋（大田市場付近）の干潟で小型地引

網を引き、稚魚を中心に生息する魚類を調査しました。頻度は、偶数月に調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

葛西人工渚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お台場海浜公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 12 月 

６月 ４月 ８月 

２月 

10 月 12 月 

６月 ４月 ８月 

２月 

マハゼ、エドハゼ、ニホンイサザアミ 

17 種・7,116 個体 

ボラ、エドハゼ、ニホンイサザアミ 

9 種・74,236 個体 

シログチ、ニホンイサザアミ 

24 種・1,041,722 個体 

マゴチ、シロギス、アキアミ 

15 種・912 個体 

ヒメハゼ、マゴチ、エビジャコ属 

7 種・41 個体 

アユ、シラタエビ 

5 種・14 個体 

マハゼ、エビジャコ属 

17 種・11,503 個体 

マハゼ、アサリ 

10 種・371 個体 

トウゴロウイワシ、アサリ 

21 種・819 個体 

ビリンゴ、ユビナガホンヤドカリ 

11 種・113 個体 

 

ビリンゴ、ユビナガホンヤドカリ 

9 種・55 個体 

ヒメハゼ、ニホンイサザアミ 

8 種・83 個体 
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城南大橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稚魚調査（小型地引網）で採集された代表種 

種 名 生 態 情 報 図・写真 

ボラ 出世魚で、小さいものから順に、ハ

ク、オボコ、イナ、ボラ、トドと呼

ばれる。卵巣を加工したものはカラ

スミと呼ばれ、珍重されている。 

都内河川の下流部から内湾に広く分

布している。泥底の有機物などを餌

とする。 

 

海面で飛び跳ねているのをよく見かける。稚魚もよく飛び跳

ね、お台場海浜公園で跳ねている魚を見かけた場合、その多

くはボラである。成魚の全長は 60cm 程度。 

マハゼ 

 

東京では最も大きくなるハゼ。 

春先、稚魚が河口付近の干潟に現れ、

成長するにつれて色々な場所へ散ら

ばっていく。河口や内湾ではU字型

の深い穴を掘って産卵する。 

 
東京都内湾の代表底魚である。稚魚調査で確認されるマハゼ

は、10 cm 程の個体が主であるが、育つと全長は 30 cm 程

度となる。 
秋から冬にかけて最も人気な釣りの対象種。 

スズキ 

 

ボラやマハゼと並んで東京湾を代表

する魚。河口の干潟などでは、春先、

数cmの稚魚がたくさん現れる。出世

魚で小さいものからコッパ、セイゴ、

フッコ、スズキと呼ばれる。 

河口部から内湾に広く分布してお

り、ゴカイ類、甲殻類、小魚などを

エサとする。  
東京湾を広く回遊し、都心近くの運河の下でも見られる。成
長すると全長は 50～90cm 程度になる。 

10 月 
12 月 

６月 ４月 ８月 

２月 

ビリンゴ、エビジャコ属 

18 種・7,552 個体 

マハゼ、エビジャコ属 

12 種・326 個体 

ヒイラギ、シオフキガイ 

24 種・935 個体 

マハゼ、コウロエンカワヒバリガイ 

16 種・171 個体 

マゴチ、エビジャコ属 

7 種・35 個体 

マゴチ、エビジャコ属 

7 種・25 個体 
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種 名 生 態 情 報 図・写真 

ビ リ ン

ゴ 

泥底から砂泥底に住む。河口部に泥

底域が発達しているところに多い。 

岸辺近くの泥底に穴を掘るか、アナ

ジャコやゴカイなど、他の動物が掘

った穴を利用して巣を造り、巣穴の

壁面に雌が産卵した後ふ化まで卵を

守る。ふ化仔魚は一旦海に下り、し

ばらくして川へ遡上する。 

 

寿命は 2～3 年であるが、1 年で成熟して産卵後に死亡する

個体も多い。全長は 6 cm 程。 

上の写真は、12 月にお台場海浜公園で撮影。 

エ ド ハ

ゼ 

 

多摩川、江戸川などの河口域に生息

する。砂泥底を好み、スナモグリ類

やアナジャコ類が掘った巣穴を使っ

て暮らしている。 

環境省レッドデータリストで絶滅危

惧種Ⅱ類に指定されている。 

 
カニ類などが掘った巣穴を利用することがある。全長は 5 
cm 程（成魚）。 

ヒ メ ハ

ゼ 

河口域やそれに続く干潟に生息し、

砂底を好む。 

マハゼに似ているが下顎が突き出て

受け口なこと、うろこが大きく模様

が粗いことで見分けられる。 
 

粗い砂地のお台場での個体数が他点に比べてやや多め。全長

は 9 cm 程。 

 

魚類調査において確認された魚類以外の生物の代表種 

干潟の地引き網調査では、魚類の他に、アミ類や二枚貝などが採集されます。それらは稚魚

などのエサとして重要な役割を持っています。 

種 名 生 態 情 報 図・写真 

アサリ 日本全国の淡水の影響のある内湾潮

間帯の砂泥底に生息する。 

殻長4cm、殻高3cm程になる。東京

湾の干潟の代表種で、多くの人が潮干

狩りを楽しんでいる。東京湾も多くの

浮遊幼生確認され、着底場さえあれ

ば、生息可能であるとされている。 
東京湾のアサリは、貝の柄が派手と言われる。 

エビジャコ属 浅海、特に内湾の砂泥底に住む。 

カムチャッカ・樺太以南九州まで分布

し、低潮線から水深200ｍまで生息。 

東京湾の干潟には、ウリタエビジャコ

とカシオペエビジャコが多数生息し、

前者は潮間帯に、後者は干上がらない

浅瀬に多いと言われるが区別は困難。 

 

体長 45mm 程度まで 

ホンビノスガイ 北アメリカ大陸大西洋岸を原産地と

する外来種。 

東京湾では1990年代に確認された。

殻長7cm程になり、食用にもなる。 

貧酸素に強く、東京都内湾で増えてい

る。 
 



 - 9 - 

成成魚魚調調査査（（本本編編 3344 ペペーージジ）） 

成成魚魚調調査査でではは、、底底引引網網をを使使っってて、、海海底底にに生生息息すするる魚魚類類をを調調査査ししままししたた。。酸酸素素がが少少ななくくななるるとと魚魚

類類がが減減るるたためめ、、海海域域のの水水質質・・底底質質にによよっってて生生息息状状況況がが大大ききくく変変化化ししまますす（（巻巻頭頭６６ペペーージジ参参照照））。。  

東東京京都都内内湾湾でで最最もも沖沖合合ののSStt..3355、、中中心心ににああるるSStt..2255、、千千葉葉県県側側ののSStt..2222、、浦浦安安沖沖ののSStt..1100のの４４地地

点点でで５５月月、、９９月月、、1111月月及及びび２２月月にに調調査査をを行行いいままししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

St.35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成魚調査イメージ（作図：東京都環境科学研究所 安藤） 

1１月 2 月 

９月 
５月 

18 種・503 個体 

底層ＤＯ 3.6mg/L 

 

クロダイ、カタユウレイボヤ 

3 種・5 個体 

底層ＤＯ 2.0mg/L 

 

14 種・35 個体 

底層ＤＯ 7.4mg/L 

 

21 種・1,599 個体 

底層ＤＯ 8.3mg/L 

 

←生きたタイラギが確認され

た。夏の貧酸素を乗り越えた

サイズと思われる。 
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St.25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

St.22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大量のヒトデ類 

大型のアカエイ 

1１月 
2 月 

９月 ５月 

大型のアカエイ 

1１月 
2 月 

９月 ５月 

魚類出現なし 

２種・２個体 

底層ＤＯ 1.2mg/L 

 

魚類出現なし 

0 種・0 個体 

底層ＤＯ 3.1mg/L 

 

タチウオ、タイラギ 

6 種・219 個体 

底層ＤＯ 7.4mg/L 

 

アカエイ、クモヒトデ綱 17 種・432 個体 

底層ＤＯ 7.4mg/L 

 

9 種・102 個体 

底層ＤＯ 4.3mg/L 

 

２種・2 個体 

底層ＤＯ 2.8mg/L 

 

10 種・73 個体 

底層ＤＯ 7.2mg/L 

 

13 種・2645 個体 

底層ＤＯ 8.2mg/L 

 

マコガレイ 
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St.10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成魚調査(ビームトロール)で採集された代表種（魚類以外含） 

種 名 生 態 情 報 図 

テンジクダイ 内湾から水深100mくらいまでの砂泥

底にすむ。 

夜行性で、７～８月頃産卵する。 

雄が口の中に卵の塊を含んで守る。 

海底の小動物をエサとする。 

目が大きい 

 
全長は９cm 程度 

ハタタテヌメリ 内湾の砂泥底にすむ。雄と雌とで模様

が異なる。雄は尾びれが長くて糸状に

伸びる。粘液を出すのでヌルヌルする。

ゴカイ類や二枚貝を餌とする。食用に

なる。 

雄は特に長い 

 

全長は 10cm 程度 

マコガレイ 水深100m以浅の砂泥底に生息する。

産卵期は冬で、東京湾では40cm以上

のものも出現する。 

 

シャコ 東京湾では 15～30ｍの深さにす

む。肉食性で甲殻類、多毛類等を捕ら

えて食べる。江戸前の寿司ネタとして

重宝されるが、近年、漁獲が少ない。 

 

アカエイ 

1１月 
2 月 

９月 ５月 17 種・4439 個体 

底層ＤＯ 6.9mg/L 

 

2 種・2 個体 

底層ＤＯ 4.5mg/L 

 

魚類出現なし 

1 種・3 個体 

底層ＤＯ 7.3mg/L 

 

7 種・39 個体 底層ＤＯ 8.2mg/L 

 

大量のホンビノスガイの死骸が採取された。 
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鳥鳥類類調調査査（（本本編編 4488 ペペーージジ））  

葛葛西西人人工工渚渚、、おお台台場場海海浜浜公公園園及及びび森森ヶヶ崎崎のの鼻鼻でで年年６６回回（（５５月月､､66 月月､､８８月月､､９９月月､､１１月月及及びび２２月月））

にに調調査査をを行行いいままししたた。。  

  

 

 

 

 

 
 
 

※各地点の調査範囲内での鳥類の様子は３～５ページ参照。 
 
調査の様子 
船や高台から、双眼鏡等を使い、行動ごと、種類ごとに水鳥のカウントを行いました。 
 
 
 
  
  

  

 

 

 

鳥類調査で確認された代表種及び重要種の一例 

種 名 生 態 情 報 写 真 

カワウ 【代表種】留鳥として東京都内湾の内

陸の淡水や河川、湖沼等で最も一般的

に見られ、巧みに潜水して魚類や甲殻

類を捕食する。 

繁殖期はほぼ一年中であり、水辺近く

の林で集団繁殖する。東京湾周辺で

は、第六台場や行徳鳥獣保護区等をコ

ロニー（集団繁殖地）やねぐらとして

利用している。 

 

東京湾の浅場は重要な採餌場所であり、多く

の個体が採餌のために集まる。 

スズガモ 【代表種】冬鳥として渡来するが、沿

岸の海や内湾、河口部に多く見られ

る。 

東京都では餌となる魚類やアサリ、シ

オフキガイ等の二枚貝が豊富な葛西

人工渚周辺とお台場海浜公園の海上

に見られる。個体数は非常に多く、数

千～数万羽の群れが見られることも

ある。 

東京都レッドリスト2010では留意

種となっている。 

 

 

 
東京湾で見られるカモ類のうち、最も個体数
が多い。夏季には繁殖しない個体が少数見ら

れることもある。 

カルガモの親子いました！ カワウ、500 羽、休息中！ 

葛西人工渚 
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種 名 生 態 情 報 写 真 

ユリカモメ 【代表種】ごく普通に見られるやや小

型のカモメである。 

冬季に海岸の漁港や河口、干潟、河川

等に渡来し、主に昆虫や無脊椎動物、

死肉等を餌とする。群れで生活し、大

群になることもある。 

冬鳥であるが、夏季に少数が越夏する

こともある。夏羽になると、頭部が頭

巾を被ったように黒くなる。 

本種は、都民の鳥に指定されている。 

 

東京湾では、冬季に最も優占して見られるカ

モメ類で、春季と秋季の渡りの時期には、数

千羽が見られることがある。 

アオサギ 【代表種】日本に生息するサギ科では

最大のサギ。水辺で魚を捕える。よく

茂った樹林などに他のサギ類と共に

集団繁殖地(コロニー)を形成する。鳴

き声、フンの問題で近隣住民とトラブ

ルになり、追い払われることが多い。

第六台場、鳥の島でカワウ、コサギ、

ダイサギとコロニーを形成しており、

東京都内では数少ない繁殖地である。  

コアジサシ 種の保存法の国際希少野生動物等に

登録されている重要種。 

夏鳥として湖沼、河川、砂浜等に渡来

し、体長10cm位以下の小魚を餌とす

る。繁殖期は5～7月で、海岸や川の

中州、埋立地の砂地や砂礫地で集団繁

殖する。 

東京都では、森ヶ崎水再生センターの

屋上に営巣地が造成されている。 

 

平成 22 年５月 10 日 森ヶ崎の鼻 

カンムリカイツブリ 主に冬鳥として海岸や海岸付近の湖

沼、大きな河川等に渡来し、魚類や甲

殻類、昆虫類等を餌とする。 

東京都では冬季に葛西人工渚周辺の

海上に集中して見られる。かつては生

息数が少なかったが、1993年度以降

から急激に増加した。時には潜水を繰

り返し、魚を捕食することもある。 

東京都レッドリスト2010では留意

種となっている。  

冬羽では顔から胸が白く、首が長く体が大き

いため、海上に浮いていると白く目立つ。 

シロチドリ 川の下流や海岸に生息する。 

本調査では葛西人工渚や森ヶ崎の鼻

で確認された。 

環境省レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類、東

京都レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類とな

っている。 
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付着動物調査（本編69ページ） 

付着動物とは護岸についた生き物のことです。調査は、岸壁から海底まで潜水して垂直に分布

状況を調べます。付着動物は、その場所でじっとしているため、長期間にわたる環境の影響が反

映されます。中央防波堤外側（その２）東側、13 号地船着場で年１回、５月に付着動物の調査を

実施しました。 

付着動物は、ムラサキイガイ等の外来種が多いことが特徴的で、 

バラスト水との関係で水環境・生態系の問題となっています。ま

た、垂直護岸の付着動物の死骸は貧酸素水塊形成の一因とも考え

られています（巻頭７ページ参照）。一方、付着生物は水質の浄化

にも寄与しており、東京港内護岸総

延長での浄化量について、東京湾に

排出される汚濁負荷量の 23％に相

当するとの試算結果(※)もあります。 

(※) 東京都環境科学研究所 木村ら 

1998 

 

調査地点の状況 

 中央防波堤外側(その 2)東側 13 号地船着場 

概

況

写

真 

  

備

考 

中央防波堤外側埋立地の外側岸壁に調査地点

を設定 

 

お台場海浜公園から中央防波堤埋立地へ通じ

る第二航路海底トンネル排気塔にある船着場

を調査地点を設定 

付着動物調査で確認された代表種等 

種名 生態情報 今年度の確認状況 

イワフジツ

ボ 

【代表種】潮間帯の岩の上部に群生する小型

のフジツボ。殻口は広く、周殻は単独のとき

には円錐形であるが、密集すると円筒形を呈

する。長時間の干出によく耐える。北海道南

西部以南に分布し、内湾でもかなり奥まで分

布する。周殻の直径８mm内外。 
 

両地点とも潮間帯の上部に優占した。 

ムラサキイ

ガイ 

【代表種・外来種】ヨーロッパ原産で、昭和

初期、船舶に付着して運ばれ、日本各地に広

がった。港湾のブイや漁網、防波堤などに密

集して付着する。殻は外洋性のイガイに似て

いるが、薄質で光沢がある。殻長７cm、殻高

４cm程度。注意外来生物に指定されている。 
 

両地点とも潮間帯下部で優占した。 

東京都内湾の護岸付着動物によるCOD浄化量（1日あたり）

東京都内排出
負荷量

付着動物による
浄化量

付着動物による
負荷量
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23%
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底生生物調査（本文 81 ページ参照） 

内湾部４地点、浅海部及び河口部４地点、干潟部８地点、護岸部３地点の合計１９地点で年２

回（５月、８月）、底生生物の調査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

内湾部（St.5、St.35）（上段：５月、下段：８月） 

 

 

 

 

浅海部（三枚洲）及び河口部（St.31）（上段：５月、下段：８月） 

 

 

 

 

 

底層 DO と表層 DO 

調査対象の底生生物が生息している付近の水深の DO を併せて載せています。干潟・浅場では、

夏期でも生物が生息できる程の溶存酸素量があることがわかります。 

底層 DO：内湾部、浅海部、河口部 

表層 DO：干潟部（底層 DO の測定なし） 

※護岸部の写真は、採取サンプル内の生物以外に目視で確認された生物の写真も載せています。 

 St.5    SStt..3355    

 三枚洲  

6 種・31 個体 

底層ＤＯ 1.9mg/L 
 

出現なし 
底層ＤＯ 0.1mg/L 

 

3 種・4 個体 

底層ＤＯ 0.6mg/L 
 

出現なし 

底層ＤＯ 0.1mg/L 
 

4 種・4 個体 

底層ＤＯ 5.8mg/L 
 

24 種・225 個体 

底層ＤＯ 8.4mg/L 
 

26 種・293 個体 

底層ＤＯ 8.4mg/L 
 

 河口部(St.31) 

26 種・1,113 個体 

底層ＤＯ 3.9mg/L 
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干潟部（城南大橋、大井ふ頭中央海浜公園、羽田沖浅場、多摩川河口干潟。葛西人工渚、お台場

海浜公園、森ケ崎の鼻については巻頭３～５ページ参照）（上段：５月、下段：８月） 

  

 
 

 

 

 

護岸部（芝浦アイランド、豊洲ミニ磯場、有明北運河）（上段：５月、下段：８月） 

 

 
 

 

 

 

８月 

 多摩川河口干潟  

 城南大橋  

 豊洲ミニ磯場  

 大井ふ頭中央海浜公園 

 羽田沖浅場  

 芝浦アイランド  

 イシガニ  

 アベハゼ   カダヤシ 
 フナムシ  チチュウカイミドリガニ 

 有明北運河  

ケフサイソガニ ヒナハゼ 

 

５月 

18 種・554 個体 

表層ＤＯ 9.4mg/L 

 

27 種・1,219 個体 

表層ＤＯ 5.0mg/L 

 

14 種・145 個体 

表層ＤＯ 10.1mg/L 

 

21 種・307 個体 

表層ＤＯ 6.2mg/L 

 

13 種・1,556 個体 
表層ＤＯ 10.0mg/L 

 

27 種・608 個体 

表層ＤＯ 3.5mg/L 
 

18 種・944 個体 

表層ＤＯ 7.1mg/L 

 

17 種・1,094 個体 

表層ＤＯ 5.4mg/L 
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主要な底生生物出現種 
 

説明

説明

説明

 

軟体動物門

平成22年5、8月

軟体動物門

二枚貝綱

コウロエンカワヒバリガイ

Xenostrobus securis

殻は細長く、光沢のある黒紫色を
呈す。東京湾以南の内湾の潮間
帯から水深10mの岩礁や砂泥底
に生息する。オーストラリア方面が
原産地で、1970年代後半に日本
に定着した。

平成22年5、8月

イガイダマシ属

Mytilopsis  sp.

カリブ海とメキシコ湾が原産地の
二枚貝。1974年静岡県の折戸湾
で初めて確認された。イガイダマ
シにはアメリカイガイダマシなど何
種か知られているが、外見だけで
は種の同定が難しく分類学的に混
乱している。

平成22年8月

二枚貝綱

軟体動物門

二枚貝綱

ホトトギスガイ

Musculista senhousia

殻は横長で、殻表には鳥のホトト
ギスの胸部に見られるような短い
弧状の紫褐色の斑紋がある。日本
各地の内湾の砂泥底にて足糸を
絡み合わせて大集塊を作り生息
する。

 

 

説明

説明

説明

平成22年5、8月

 

軟体動物門

二枚貝綱

アサリ

Ruditapes philippinarum

よく知られた二枚貝であり、模様は
様々、殻表は布目状で後背部は
やや粗い。日本全国の淡水の影
響のある内湾潮間帯砂泥底に生
息する。水産有用種である。

軟体動物門

二枚貝綱

ホンビノスガイ

Mercenaria mercenaria

北アメリカ大陸大西洋岸を原産地
とし、アメリカではポピュラーな食
用貝で、日本でも食用として流通
している。非常に強い汚染に対す
る耐性を持っており夏の貧酸素環
境にも生き残ることができるため、
アサリなどの在来種との競合が懸
念される。

Theora fragilis

日本各地の富栄養な内湾を含む
沿岸域から頻繁に記録されてお
り、有機汚濁指標種として位置づ
けられている。殻は小型で、卵型、
薄質で壊れやすい。

平成22年5、8月

軟体動物門

シズクガイ

二枚貝綱

平成22年8月

 
 

説明

説明

 

多毛綱

ヨツバネスピオＡ型

環形動物門

Paraprionospio  sp. (typeA)

日本各地の富栄養な内湾を含む
沿岸域から頻繁に記録されてお
り、有機汚濁指標種として位置づ
けられている。なお本種はシノブ
ハネエラスピオ(Paraprionospio
patiens )に種名、和名ともに変更さ
れた。

平成22年5、8月

平成22年5、8月

環形動物門

多毛綱

ドロオニスピオ

Pseudopolydora kempi

体長1～4cm。前口葉先端には二
本の角状突起がある。北海道～九
州の内湾の干潟や砂浜から水深
10mぐらいの砂泥底に生息してい
る。

平成22年5、8月

環形動物門

多毛綱

アシナガゴカイ

Neanthes succinea

体長10～15mm。頭部には1対の
大きな感触手と2対の眼点がある。
本州中部以南の内湾の砂泥底の
潮間帯付近に分布し、かなりの汚
染域にも群棲する。

 

 

説明

説明

説明

平成22年5月

 

節足動物門

甲殻綱

ニホンドロソコエビ

Grandidierella japonica

細砂や泥砂底の表面近くにトンネ
ルのような巣穴を構築し棲息す
る。日本各地の沿岸域砂泥底に
多く見られる。

環形動物門

多毛綱

ミズヒキゴカイ

Cirriformia tentaculata

体長3～15mm。体はやや太くてず
んぐりしている。体節数は300内
外。体の両側から糸状の鰓を生じ
る。全国の砂泥性海岸の潮間帯
に普通であり、かなりの汚染域にも
群棲する。世界共通種。

平成22年5、8月

環形動物門

多毛綱

Ｍｅｄｉｏｍａｓｔｕｓ 　ｓｐ．

Ｍｅｄｉｏｍａｓｔｕｓ ｓｐ．が属するイト
ゴカイ科の諸種は底生生物の主
要な構成種であり、砂泥中にもぐり
こみ、粘液の薄い層で棲管を作
る。日本各地の沿岸域砂泥底に
生息する。

平成22年5、8月
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生き物の脅威となる「貧酸素水塊」  

東京湾、とりわけ東京都内湾では、毎年、夏期において、底層に溶存酸素量（DO）の低い「貧

酸素水塊」が、広範囲・長期に形成されます。この水塊は、水生生物の生育・生息を阻害する原

因の一つとなっており、東京湾の水環境の大きな課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貧酸素水塊の影響 ～成魚調査より～ 

 底層の溶存酸素量が少ない９月は、確認される魚類等の生物種類数が少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度における東京湾の底層 DO（溶存酸素量）の平面分布 

左：例年最も貧酸素水塊が広がる９月 右：水質が安定する２月 

（東京湾岸自治体環境保全会議ホームページより） 

東京湾アクアライン・風の塔近くの地点(St.35)の採取物 上：５月 下：９月（平成２５年度） 

平成２５年度における底層 DO と出現種類数の変化 
底層 DO と生物出現率の関係(1986～2002) 

（都環研・安藤氏作図） 

5種132個体 1 種 1 個体 

一般的に、DO が 4 mg/L 程度以下から生物の生息

に影響が出始め、2 mg/L 以下では、生物の生息が

極めて難しくなると言われています。 

９月 ５月 
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貧酸素水塊の影響 ～底生生物調査より～ 

航路になっている地点や沖合の地点（内湾部）では、平成２５年８月（夏期）の調査時に底層の

酸素がほとんどなくなっており、生物は確認できませんでした。一方、貧酸素水塊の影響を受け

にくい干潟部や浅海部では、春期と同様、多くの生物が夏期にも確認されています。 
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大井ふ頭前(St.5)の地点の泥。硫
化水素臭（腐卵臭）がする。 

大井ふ頭前(St.5)の採取物。 

生物は確認されなかった。 

内湾部（夏期） 

干潟部（夏期） 

羽田沖浅場。夏期も多くの生物が
確認された。 

 

羽田沖浅場の採泥写真。 

イシガニ 

アサリ 

 
生物確認 

されず 

軟体類 多毛類 甲殻類 その他

調査地点ごとの出現種数（平成２５年度）左：５月（春期）、右：８月（夏期）(本文 p85 参照) 

（護岸部は、生態系に配慮した護岸部を調査対象としているが、本調査では、護岸手前の底泥を採取している。） 
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貧酸素水塊の形成要因 

東京湾は、もとから貧酸素水塊が形成されやすい閉鎖性の形状の海域であるほかに、陸域かえ

らの栄養塩、有機物負荷が大きいことが貧酸素水塊の形成要因の一つとして考えられています。 

東京都内湾には植物プランクトンの栄養となる窒素やリンが陸域から流れ込み、たくさん溶け

ています。春から夏にかけ、日照時間が長くなり、気温が上がると、植物プランクトンがそれら

を栄養として増殖し、それを捕食する動物プランクトンが追いつかない程になります（赤潮）。こ

の大量のプランクトンが死ぬと海底にたまり、これを微生物が分解する際に酸素を大量に消費し

ます。また、陸からも多くの有機物が海に運ばれ、分解過程で酸素が消費されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他に、埋め立てによる潮汐の減少や浅場・干潟の減少による浄化機能の低下、浚渫による窪地

形成、垂直護岸等も形成要因として考えられています。 

 

【垂直護岸】～付着動物調査より～ 

東京都内湾では、船舶の航行に十分な水深を確保することを目的として垂直護岸が多く施工さ

れています。そこに付着したムラサキイガイ等の付着動物は、水質浄化作用もありますが、死ん

で底に脱落し、それが分解される際に酸素が消費されて生じる、貧酸素化の作用も大きいと言わ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 東京港でよく見られる「垂直護岸」 
付着動物調査時の垂直護岸近くの海底
には貝殻が多く落ちていた。 


